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7   Vgl. O. Trüdinger, Die Fideikommisse, insbesondere in Württemberg, S. 57 u. 59.  四つの郡は、Schwarzwald, 
Neckar, Jagst, Donau.  彼のフィデイコミス論の最も重要な典拠は、1919年に行われた「ヴュルテンベルク
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1919年に再開された。
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第 1表　ヴュルテンベルクの世襲財産　1919/20年
所有者数 面積 ha 平均面積 ha
100ha以下  45 31.9％ 1,760.2 1.38％ 39.12
101～500ha  46 32.6　 11,345.1 8.87　 246.63
500ha以上  50 35.5　 114,849.3 89.75　 2,296.99
5,000ha以上   5  3.5　 49,817.0 38.93　 9,963.40
合計 141 100％ 127,954.6 100％ 907.48
出典： Otto Trüdinger, Die Fideikommisse, insbesondere in Württemberg, in: Württembergische Jahrbücher 
für Statistik und Landeskunde, herausgegeben von dem Statistischen Landesamt, Jahrgang 1919/20, 
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13 64県の内訳は、ネカー郡17県、シュヴァルツヴァルト17、ヤークスト14、ドナウ16。




地の散在は必至だった。村の数と所有地数との乖離の理由である。Vgl. O. Trüdinger, Die Fideikommisse, 




Neckar 388 167 43.04％
Schwarzwald 512  98 19.14　
旧ヴユルテンベルク 900 265 29.44　
Jagst 424 238 56.13　
Donau 571 305 53.42　
新ヴユルテンベルク 995 543 54.57　
全体 1,895 808 42.64　






























17 O. Trüdinger, Die Fideikommisse, insbesondere in Württemberg, S. 70 u. 76 f. に拠る。
第 3表　Hohenhaslach村の状況
村域： 森林 その他 世襲財産： 森林 その他 比率 人口
世襲財産 森林 その他 1871年 1910年
1,458.5ha 557.2 901.3 462.1 197.5 264.6 31.7％ 35.4 29.4 1,215 1,118
注：村域、森林、世襲財産、その他の単位は、ヘクタール。比率は、世襲財産が村域において占める比率。以下同様。






























18 O. Trüdinger, Die Fideikommisse, insbesondere in Württemberg, S. 71 u. 76 f. に拠る。
19  ヴュルテンベルク（1806～1871年）の 1 モルゲンは3,152平方メートル。それ故、これは3.152ヘクター
ル。
第 4表　Unterschwandorf村の状況
村域： 森林 その他 世襲財産： 森林 その他 人口
1871年 1910年




















20 O. Trüdinger, Die Fideikommisse, insbesondere in Württemberg, S. 70 u. 76 f. に拠る。
21 F. Kato, Das preußische Fideikommiss, S. 96 f.
22  資料が示す模範例は、さらに、国王直営農場（Hofdomäne）Einsiedelと316.5ヘクタールの純農業フィデイ





24 O. Trüdinger, Die Fideikommisse, insbesondere in Württemberg, S. 70 f. u. 76 f. に拠る。
第 5表　Kilchberg村の状況






















Hohenlohe-Bartenstein und Jagstberg侯爵の農場（Grundherrschaft）に帰属した。25 1907年の経営調査























27 O. Trüdinger, Die Fideikommisse, insbesondere in Württemberg, S. 71 u. 78 f. に拠る。
28  O. Trüdinger, Die Fideikommisse, insbesondere in Württemberg, S. 71. 共同地は、官報記載のAllmandではなく、
Allmendeが一般的な用語である。
29  Statistik des Deutschen Reichs, N. F. Bd. 112, Die Landwirtschaft im Deutschen Reich nach der landwirtschaftlichen 
















小農経営： 2～ 5、中農経営： 5～20。
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田修訳『近代ドイツ農業史』未来社、1973年、47、49頁。






























村域： 世襲財産 森林 その他 農業経営数： 零細 小農 中農 大農 人口
1871年 1910年
956.7ha 383.5ha 105.5ha 278ha 68 17 12 30 9 457 504
（100％ 27.5％ 72.5％）（100％ 25％ 17.7％ 44.1％ 13.2％）
出典：O. Trüdinger, Die Fideikommisse, insbesondere in Württemberg, S. 71 u. 78 f. より作成。
第 9表　Schöntal村の状況
村域 世襲財産 農業経営数： 零細 小農 中農 大農 人口
1871年 1910年
1,671.9ha 668ha 57 27 10 12 8 408 497



























39  O. Trüdinger, Die Fideikommisse, insbesondere in Württemberg, S. 76 u. 78 f. Vgl. Karl Hasel, Forstgeschichte. Ein 




41  O. Trüdinger, Die Fideikommisse, insbesondere in Württemberg, S. 71. ヴュルテンベルクの騎士農場（Rittergut）
は、その大部分が世襲財産だった。Vgl. Freiherr von Cetto, Die Fideikommissgesetzgebung in den deutschen 
Bundesstaaten. Verhandlungen der ⅩⅩⅩⅡ . Plenarversammlung des Deutschen Landwirtschaftsrats 1904, in: Archiv 
des Deutschen Landwirtschaftsrats, ⅩⅩⅤⅢ. Jahrgang, Berlin 1904, S. 146.
第10表　Aulendorf村の状況
村域： 森林 その他 世襲財産： 森林 その他



















出典：O. Trüdinger, Die Fideikommisse, insbesondere in Württemberg, S. 71 u. 78 f. より作成。
－ 11 －
「ヴュルテンベルクの大土地所有は『稀な例外』であった」、と論じることはできない。それは、
研究史上、ヒッペル的理解が妥当すると見なされた旧ヴュルテンベルク地域についても、同様で
ある。「逆もまた真なり」ではなく、「逆こそが真」だった。ヴュルテンベルク農村社会を彩る歴
史的個性＝特殊性は、新ヴュルテンベルク地域の事例 5（Aulendorf村）について確認できた、「労
働者農夫、小農の蔓延、世襲財産と大農層の併存、そして、世襲財産森林」―地域ごとに、濃
淡の差こそあれ、これら四つの基本的契機によって特徴づけられていた。これを、本稿の結語と
する。
　［本稿は、2017～2020年度日本学術振興会科学研究費助成事業基盤研究　（C）「一次資料に
基づく世襲財産制の実証研究―プロイセン・ザクセン・南ドイツの比較地域史」（課題番号
17K03842）による研究成果の一部である］。
